
【福祉教育 令和５年度の各小中学校事例抜粋】 

            

 

～福祉教育の流れ～ 

福祉教育を実施したいと考えたら・・・ 

学習内容の検討⇒野洲市社協に相談→ボランティアグループ講師等 

と日程調整・事前打ち合わせ→学習の実施⇒振り返り 

 

 

 

野洲市社協では市内小学校・中学校で先生と協力しながら、福祉教育のサポートをしています。 

R5年度は、手話サークル「ともしび」さんとの日程調整などさせていただきました。 

プログラムは、学校のご要望やねらいを先生と協議のうえ、組み立てていきますので、ご相談ください。 

※「聴導犬ユーザー」         の講師の方の講演についてもご依頼を承ります。 

 

【お問合せ】 

社会福祉法人 野洲市社会福祉協議会 地域福祉課 ボランティア担当 山本（美） 

ＴＥＬ：077-589-4683 ＦＡＸ：077-589-5783 

※野洲市社会福祉協議会もコミュニティ・スクールに参画しています。 

    

対象 内容 

市内小学校 

1・2年生 

・「地域の方と昔遊び」 

・年特別養護老人ホーム野洲篠原すみれ苑の見学 

市内小学校 

3・4年生 

・高齢者福祉体験 協力事業所…介護老人保健施設 野洲すみれ苑 

・盲導犬ユーザーについて学ぶ（講師・盲導犬の招聘） 

・「人にやさしいまちづくり」アイマスク・車いす体験 

・福祉教育について調べ様々な人が暮らすしやすい社会についてまとめた。アイ

マスク体験・認知症サポーター養成講座受講 

学校を歩く際に障がいとなる物は何かについて校内図に書き込みながら調査。 

市内小学校 

全学年 

・助成金で購入した体験道具（疑似体験ゴーグル、アイマスク、白杖、耳栓）を

使用し体験学習 

・支援学級を除く全学級に対して担任と特別支援学級の担任が支援学級にいる児

童についての説明を行う 

・人権作品（標語ポスター）づくり 

市内中学校 

 

・1年生対象 なかまづくり学習（福祉・人権）として 

LAKE SHIGA BBCから 2人の講師を招き、講演（心のバリアフリー）と車イスバス

ケ用の車椅子操作を体験。 

・1年生対象 聴覚障がいについて 

協力ボランティア…手話サークルともしび 

車いす体験・パラスポーツ体験・赤い羽根共同募金活動 


